
JP 4320558 B2 2009.8.26

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディスク状記録媒体に対して情報の記録および／または再生を行なうディスク装置であ
って、
　前記ディスク状記録媒体に光ビームを照射することにより情報の記録および／または再
生を行なう記録再生機構が設けられた本体と、
　前記ディスク状記録媒体を係脱可能に保持するキャディと、
　前記本体に開閉可能に設けられた開閉蓋と、
　前記開閉蓋に設けられ、前記キャディが装填される装填位置と、前記開閉蓋から前記キ
ャディの大半が突出する突出位置との間でキャディを装脱可能に案内する案内機構とを備
え、
　前記開閉蓋は、閉位置で、装填位置に装填されたキャディを、ディスク状記録媒体に対
して情報の記録及びまたは再生を行なう記録再生位置とし、開位置で、前記キャディの出
し入れが行なわれる出し入れ位置となるように構成され、
　前記開閉蓋には、前記キャディの装填位置と前記突出位置とにおいてそれぞれ前記キャ
ディを係合保持する保持機構が設けられ、
　前記キャディの突出位置において、キャディに対するディスク状記録媒体の係脱が行な
われるように構成され、
　前記キャディは、
　前記ディスク状記録媒体が載置され、情報の記録又は再生用の切欠が設けられた平面視
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矩形の底面部と、
　前記底面部の１辺側に設けられ前記底面部に載置されたディスク状記録媒体の外周に沿
って該外周の１／２以下の長さで延在する円弧壁部と、
　前記円弧面部の延在方向の両端から前記底面部に載置されたディスク状記録媒体の外周
に沿って延在し前記外周の１／２以上の長さで延在し前記ディスク状記録媒体の半径方向
に弾性変形可能な２つの爪体とを備え、
　前記底面部に載置されたディスク状記録媒体の中心を通る想像線が、前記２つの爪体の
先端を結ぶ想像線よりも前記円弧壁部寄りに位置する状態で、前記ディスク状記録媒体を
前記円弧壁部方向に付勢し、かつ、前記底面部に載置されたディスク状記録媒体の中心を
通る想像線が、前記２つの爪体の先端を結ぶ想像線よりも前記円弧壁部から離れた箇所に
位置する状態で、前記ディスク状記録媒体を前記円弧壁部から離れる方向に付勢するよう
に構成され、
　前記キャディの外形寸法は、前記キャディに載置されるディスク状記録媒体と同一のデ
ィスク状記録媒体を収容して構成されるディスクカートリッジの外形寸法とほぼ同一に構
成され、
　前記キャディは、前記底面部に載置されたディスク状記録媒体が前記開閉蓋の内面に臨
むように前記案内機構に装填される、
　ことを特徴とするディスク装置。
【請求項２】
　前記キャディには第１の係合凹部と第２の係合凹部が設けられ、前記案内機構は前記第
１の係合凹部と第２の係合凹部とに係脱可能な係合ばねを有し、前記保持機構は前記第１
、第２の係合凹部と前記係合ばねによって構成され、前記保持機構による前記キャディの
突出位置における前記キャディの係合保持は、前記第１の係合凹部と係合ばねが係合する
ことによってなされ、前記保持機構による前記キャディの装填位置における前記キャディ
の係合保持は、前記第２の係合凹部と係合ばねが係合することによってなされることを特
徴とする請求項１記載のディスク装置。
【請求項３】
　前記爪体がディスク状記録媒体に臨む面には、ディスク状記録媒体の記録面に当接可能
な第１係止片と、ディスク状記録媒体の表面に当接可能な第２係止片とが設けられている
ことを特徴とする請求項１記載のディスク装置。
【請求項４】
　前記爪体がディスク状記録媒体に臨む面には、ディスク状記録媒体の一方の面に当接可
能な第１係止片と、ディスク状記録媒体の他方の面に当接可能な第２係止片とが設けられ
ていることを特徴とする請求項１記載のディスク装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明はディスク装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
ディスク状記録媒体が収容されたディスクカートリッジに対して記録および／または再生
を行なうディスク装置がある（例えば特許文献１）。
このようなディスク装置では、ディスクカートリッジが装填されると該ディスクカートリ
ッジをローディング機構により所定位置に移動させ記録および／または再生を行なうよう
に構成されている。
また、このようなディスク装置を用いて、ディスクカートリッジに収容されていない、い
わゆるベアディスク状態のディスク状記録媒体に対して記録および／または再生を行なう
場合には、ディスク状記録媒体を専用のアダプタに載置し、そのアダプタごとディスク装
置に装填することで、前記と同一のローディング機構を用いてアダプタを前記所定位置に
移動できるようにしている。



(3) JP 4320558 B2 2009.8.26

10

20

30

40

50

【０００３】
【特許文献１】
特許第３２２８９４７号公報
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
　このようなディスク装置では、アダプタがディスク装置とは別体に構成されているため
、アダプタがディスク装置から脱落したり、アダプタを紛失するなど操作性や使い勝手が
よいものとはいえなかった。
　本発明は、このような事情に鑑みなされたものであり、その目的とするところは、操作
性や使い勝手を向上させる上で有利なディスク装置を提供することにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、前記目的を達成するために、ディスク状記録媒体に対して情報の記録および
／または再生を行なうディスク装置であって、前記ディスク状記録媒体に光ビームを照射
することにより情報の記録および／または再生を行なう記録再生機構が設けられた本体と
、前記ディスク状記録媒体を係脱可能に保持するキャディと、前記本体に開閉可能に設け
られた開閉蓋と、前記開閉蓋に設けられ、前記キャディが装填される装填位置と、前記開
閉蓋から前記キャディの大半が突出する突出位置との間でキャディを装脱可能に案内する
案内機構とを備え、前記開閉蓋は、閉位置で、装填位置に装填されたキャディを、ディス
ク状記録媒体に対して情報の記録及びまたは再生を行なう記録再生位置とし、開位置で、
前記キャディの出し入れが行なわれる出し入れ位置となるように構成され、前記開閉蓋に
は、前記キャディの装填位置と前記突出位置とにおいてそれぞれ前記キャディを係合保持
する保持機構が設けられ、前記キャディの突出位置において、キャディに対するディスク
状記録媒体の係脱が行なわれるように構成され、前記キャディは、前記ディスク状記録媒
体が載置され、情報の記録又は再生用の切欠が設けられた平面視矩形の底面部と、前記底
面部の１辺側に設けられ前記底面部に載置されたディスク状記録媒体の外周に沿って該外
周の１／２以下の長さで延在する円弧壁部と、前記円弧面部の延在方向の両端から前記底
面部に載置されたディスク状記録媒体の外周に沿って延在し前記外周の１／２以上の長さ
で延在し前記ディスク状記録媒体の半径方向に弾性変形可能な２つの爪体とを備え、前記
底面部に載置されたディスク状記録媒体の中心を通る想像線が、前記２つの爪体の先端を
結ぶ想像線よりも前記円弧壁部寄りに位置する状態で、前記ディスク状記録媒体を前記円
弧壁部方向に付勢し、かつ、前記底面部に載置されたディスク状記録媒体の中心を通る想
像線が、前記２つの爪体の先端を結ぶ想像線よりも前記円弧壁部から離れた箇所に位置す
る状態で、前記ディスク状記録媒体を前記円弧壁部から離れる方向に付勢するように構成
され、前記キャディの外形寸法は、前記キャディに載置されるディスク状記録媒体と同一
のディスク状記録媒体を収容して構成されるディスクカートリッジの外形寸法とほぼ同一
に構成され、前記キャディは、前記底面部に載置されたディスク状記録媒体が前記開閉蓋
の内面に臨むように前記案内機構に装填されることを特徴とする。
　そのため、開閉蓋が開位置に位置した状態でキャディが出し入れ位置になると、ユーザ
ーによりキャディが動かされ保持機構により突出位置に保持される。この状態でディスク
状記録媒体のキャディに対する係脱が可能となる。キャディを突出位置から装填位置方向
に動かすと、キャディが保持機構により装填位置に保持される。この状態で、開閉蓋を閉
位置方向に閉じるとキャディは記録再生位置に位置される。
　また、ディスク状記録媒体は２つの爪体の間で、各爪体によってディスク状記録媒体が
円弧壁部方向または円弧壁部から離れる方向に付勢されるため、キャディに対するディス
ク状記録媒体の取り付け、取り外しが容易になされる。
【０００６】
【発明の実施の形態】
　次に、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。
　以下、本発明によるディスク装置の実施の形態を図面に基づいて詳細に説明する。
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　図１は本発明に係るビデオカメラを斜め後方から見た斜視図、図２はビデオカメラの開
閉蓋が開位置にある状態を示す斜視図、図３はビデオカメラの制御系の構成を示すブロッ
ク図、図４はキャディの斜視図、図５はディスク状記録媒体を保持するキャディの斜視図
、図６はディスク状記録媒体を保持するキャディの平面図、図７はビデオカメラにディス
クカートリッジを装填する際の斜視図である。
【０００７】
まず、図３を参照してディスク装置としてのビデオカメラ１０の制御系の構成について説
明する。
本実施の形態に係るビデオカメラ１０は、撮影した画像情報をディスク状記録媒体である
光ディスク２に記録するとともに、該光ディスク２に記録されている画像情報を再生する
ものである。
図３に示すようにビデオカメラ１０は、撮影光学系１０１、撮像素子１０２、エンコーダ
１０６、スピンドルモータ１０８、モータドライバ１１０、光ピックアップ１１２、ＬＤ
駆動部１１４、プリアンプ１１６、サーボ制御部１１８、デコーダ１２０、インターフェ
ース１２２、モニタ１２４、操作スイッチ１２６、システムコントローラ１２８などを備
えている。
撮影光学系１０１は、被写体像を導き撮像素子１０２上に結像する。撮像素子１０２は結
像された被写体像を検出して撮像信号を生成するように構成されている。
エンコーダ１０６は、前記撮像信号に対して変調など必要な信号処理を行なうとともに、
適切なデジタルデータに変換するエンコード処理を行ない、該デジタルデータをＬＤ駆動
部１１４に供給するように構成されている。
スピンドルモータ１０８は、そのターンテーブル上に光ディスク２をチャッキングした状
態で、モータドライバ１１０から供給される駆動信号に基づいて駆動されることで光ディ
スク２を回転するように構成されている。
ＬＤ駆動部１１４は前記デジタルデータに基づいて光ピックアップ１１２のレーザーダイ
オードを駆動するように構成されている。
光ピックアップ１１２は、レーザーダイオードから記録用の光ビームを前記回転している
光ディスク２に照射することで被写体像を示す画像情報の記録を行なうように構成され、
また、光ピックアップ１１２は、レーザーダイオードから再生用の光ビームを前記回転し
ている光ディスク２に照射して光の強弱に対応した検出信号を検出し該検出信号をプリア
ンプ１１６に供給するように構成されている。
【０００８】
プリアンプ１１６は前記検出信号を増幅および演算処理することにより再生信号およびエ
ラー信号を生成するように構成されている。
サーボ制御部１１８はプリアンプ１１６から供給されたエラー信号に基づいて光ピックア
ップ１１２のトラッキングサーボ制御およびフォーカスサーボ制御を行なうとともに、モ
ータドライバ１１０によりスピンドルモータ１０８の回転サーボ制御を行なうように構成
されている。
デコーダ１２０はプリアンプ１１６から供給された再生信号を復調するとともに必要な信
号処理を行ないインターフェース１２２に供給するように構成されている。
インターフェース１２２は前記再生信号をモニタ１２４に供給することにより該モニタ１
２４上に画像を表示させるように構成されている。
操作スイッチ１２６は、電源スイッチや撮影開始および撮影停止スイッチなどを含み、こ
れら各スイッチからの操作指令信号をシステムコントローラ１２８に供給するように構成
されている。
システムコントローラ１２８は、操作スイッチ１２６からの操作指令信号に応じて上述し
たエンコーダ１０６、ＬＤ駆動部１１４、デコーダ１２０などに対して制御を行なうよう
に構成されている。
また、本実施の形態では、エンコーダ１０６、スピンドルモータ１０８、モータドライバ
１１０、光ピックアップ１１２、ＬＤ駆動部１１４、プリアンプ１１６、サーボ制御部１
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１８、デコーダ１２０、システムコントローラ１２８によって記録再生機構が構成されて
いる。
なお、光ディスク２は、図４に示すように、中心に中心孔（インナーホール）２１が形成
され、中心孔２１の外側に前記ターンテーブルに当たる円環状のチャッキング部（非記録
エリア）２２が形成され、チャッキング部２２の外側に情報の記録がなされる円環状の記
録部（記録エリア）２４が形成されている。本実施の形態では、光ディスク２は直径８ｃ
ｍのＤＶＤ－Ｒ、あるいはＤＶＤ－ＲＡＭで構成されている。
【０００９】
図１、図２に示すように、ビデオカメラ１０は、本体１２、開閉蓋１４、キャディ１６、
案内機構１８、保持機構２０などを備えている。
図１、図２に示すように、本体１２は、上下方向の高さと、該高さよりも大きな寸法の前
後方向の長さと、前記高さよりも小さな寸法の左右方向の幅とを有した矩形板状に構成さ
れている。
本体１２の前面上部には鏡胴１２０２が設けられ該鏡胴１２０２には撮影光学系１０１（
図３）が収容されている。
本体１２の後面上部にはファインダー窓１２０４が設けられ、本体１２の内部にはファイ
ンダー窓１２０４から視認可能にモニタ１２４（図３）が配設されている。
本体１２の左側面には、電源スイッチや撮影開始および停止スイッチなどからなる操作ス
イッチ１２６（図３）が配設されている。
開閉蓋１４は、本体１２の右側面よりも一回り小さい矩形板状に形成され該右側面に対し
て開閉可能に設けられている。本実施の形態では、開閉蓋１４は、その前部が本体１２の
右側面の前部にヒンジを介して揺動可能に取着され、図１に示す閉位置と図２に示す開位
置とに開閉するように構成されている。
開閉蓋１４の後部には不図示の開閉蓋係合部が設けられ、該係合部に対応する本体１２の
箇所に前記係合部と係合する不図示の本体係合部が設けられている。そして、開閉蓋１４
が閉位置に位置した状態で前記開閉蓋係合部と本体係合部が互いに係合することで開閉蓋
１４の閉位置が保持され、本体１２に設けられたレバー１２０６を操作することで前記開
閉蓋係合部と本体係合部の係合が解除され開閉蓋１４を閉位置から開位置に揺動できるよ
うに構成されている。
開閉蓋１４の前部と後部にはストラップベルト１２０８の両端がそれぞれ連結されており
、ストラップベルト１２０８と開閉蓋１４の間に手を入れて本体１２をしっかり保持する
ことができるように構成されている。
【００１０】
キャディ１６は、光ディスク２を保持するものであり、図４乃至図６に示すように、底面
部１６０２と、円弧壁部１６０４と、２つの起立壁部１６０６と、２つの爪体１６０８と
を備えている。
底面部１６０２は、平面視矩形状を呈し、円弧壁部１６０４は、底面部１６０２の１辺側
に設けられ底面部１６０２に載置された光ディスク２の外周に沿って該外周の１／２以下
の長さで延在するように構成され、光ディスク２の厚さよりも大きな寸法の厚さで形成さ
れている。本実施の形態では、円弧壁部１６０４の長さは光ディスク２の外周の１／４か
ら１／３となっている。
２つの起立壁部１６０６は、円弧壁部１６０４を挟むように底面部１６０２の２つの辺か
ら起立されそれぞれ直線状に延在形成されている。
２つの爪体１６０８は、円弧壁部１６０４の延在方向の両端から底面部１６０２に載置さ
れた光ディスク２の外周に沿って延在し、光ディスク２の半径方向に弾性変形可能に設け
られ、各爪体１６０８は、光ディスク２から離れる方向に弾性変形した際に起立壁部１６
０６に当接することでそれ以上変位しないように構成されている。
円弧壁部１６０４とこれら２つの爪体１６０８を加えた長さは、光ディスク２の外周の１
／２以上の長さとなるように形成されている。本実施の形態では、円弧壁部１６０４とこ
れら２つの爪体１６０８を加えた長さは光ディスク２の外周の２／３から３／４となって
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いる。
そして、底面部１６０２に載置された光ディスク２の中心を通る想像線が、２つの爪体１
６０８の先端１６０８Ａを結ぶ想像線よりも円弧壁部１６０４寄りに位置する状態で、光
ディスク２を円弧壁部１６０４方向に付勢し、かつ、底面部１６０２に載置された光ディ
スク２の中心を通る想像線が、２つの爪体１６０８の先端を結ぶ想像線よりも円弧壁部１
６０４から離れた箇所に位置する状態で、光ディスク２を円弧壁部１６０４から離れる方
向に付勢するように構成されている。
また、爪体１６０８が光ディスク２に臨む面には、光ディスク２の記録面に当接可能な２
つの第１係止片１６１０と、光ディスク２の表面に当接可能な２つの第２係止片１６１２
とが設けられ、円弧壁部１６０４と２つの爪体１６０８との間でかつ第１係止片１６１０
と第２係止片１６１２の間に光ディスク２が収容された状態で、光ディスク２がこれら円
弧壁部１６０４、２つの爪体１６０８、第１係止片１６１０、第２係止片１６１２と摩擦
することなく回転できるように、光ディスク２の外周とこれらとの間に隙間が確保される
ように構成されている。
【００１１】
なお、底面部１６０２には、載置された光ディスク２に対して光ピックアップ１１２から
出射される光ビームを照射するための情報の記録又は再生用の切欠１６０３Ａと、スピン
ドルモータ１０８のターンテーブルが光ディスク２のチャッキング部２２に当接するため
の孔１６０３Ｂと、光ディスク２に指を当てるための外方に開放状に形成された切欠１６
０３Ｃとが設けられている。
また、起立壁部１６０６が設けられた２つの辺には、円弧壁部１６０４寄りの箇所にそれ
ぞれ第１の係合凹部１６１４が形成され、円弧壁部１６０４と反対寄りの箇所にそれぞれ
第２の係合凹部１６１６が形成されている。
なお、本実施の形態では、底面部１６０２と、円弧壁部１６０４と、２つの起立壁部１６
０６は、例えばＡＳ（アクリルスチレン）、ＡＢＳ（アクリルブタジエンスチレン）、ポ
リカーボなどの合成樹脂材料によって一体的に形成されている。また、２つの爪体１６０
８は、ポリアセタールなどの合成樹脂材料によって形成され、図６に示すように、各爪体
１６０８の基端部分が円弧壁部１６０４に埋め込まれている。また、２つの爪体１６０８
は、底面部１６０２、円弧壁部１６０４、２つの起立壁部１６０６と同じ材料によって一
体的に形成されていてもよい。
また、本実施の形態において、キャディ１６の底面部１６０２の４辺の長さの寸法および
円弧壁部１６０４の厚さの寸法は、図７に示すように、市販されている標準的なディスク
カートリッジ４の４辺の長さの寸法および厚さの寸法とそれぞれ同一となるように構成さ
れており、キャディ１６の第２の係合凹部１６１６はディスクカートリッジ４の２つの係
合凹部４０２に対応する箇所に設けられている。
【００１２】
案内機構１８は、図２、図７に示すように、開閉蓋１４の内側に設けられた矩形板状の縦
板１８０２と、縦板１８０２の上下の辺から屈曲形成された上部支持片１８０４、下部支
持片１８０６とを備え、縦板１８０２、上部支持片１８０４、下部支持片１８０６の内側
にキャディ１６が装填されるように構成されている。より詳細には、光ディスク２が載置
される底面部１６０２の面を縦板１８０２に臨むように、言い換えると、光ディスク２が
載置される底面部１６０２の面を開閉蓋１４の内面に臨むようにキャディ１６は案内機構
１８に装填される。
上部支持片１８０４の後方寄りの箇所には、切欠１８０７が設けられ、該切欠１８０７を
介して上部支持片１８０４の内側に突出する係合ばね１８０８が配設されており、この係
合ばね１８０８は切欠１８０７を介してキャディ１６の第１、第２の係合凹部１６１４、
１６１６に係合可能に構成されている。
案内機構１８は、キャディ１６が装填される装填位置と、図２に示すように開閉蓋１４か
らキャディ１６の大半が突出しキャディ１７に対する光ディスク２の係脱が可能な突出位
置との間でキャディ１６を装脱可能に案内するように構成され、キャディ１６が装填位置
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に位置したときに係合ばね１８０８が第２の係合凹部１６１６に係合することでキャディ
１６が装填位置に保持され、キャディ１６が突出位置に位置したときに係合ばね１８０８
が第１の係合凹部１６１４に係合することでキャディ１６が突出位置に保持されるように
構成されている。なお、本実施の形態では、係合ばね１８０８と第１、第２の係合凹部１
６１４、１６１６とによって、前記装填位置と突出位置とにおいてそれぞれキャディ１６
を係合保持する保持機構２０が構成されている。
また、案内機構１８には、キャディ１６を前記突出位置方向に付勢する不図示の付勢手段
が設けられている。そして、キャディ１６を前記付勢手段の付勢力に抗して前記突出位置
から装填位置に押込んで装填したときに前記係合ばね１８０８が第２の係合凹部１６１６
に係合することでキャディ１６が装填位置に留まるように構成されている。
また、案内機構１８には、開閉蓋１４が閉位置から開位置に揺動されると、この揺動に連
動して係合ばね１８０８を切欠１８０７の外方にいったん変位させた後、係合ばね１８０
８を元の状態に戻す不図示の係合解除機構が設けられている。
【００１３】
開閉蓋１４は、図１に示す閉位置で、装填位置に装填されたキャディ１６を、光ディスク
２に対して情報の記録及びまたは再生を行なう記録再生位置とするように構成されている
。光ディスク２は、前記記録再生位置とされることでスピンドルモータ１０８のターンテ
ーブルにチャッキング可能な状態となるとともに、光ピックアップ１１２による光ディス
ク２の記録部２４への光ビームの照射が可能な状態となる。
また、開閉蓋１４は、開閉蓋１４が閉位置に位置した状態でレバー１２０６が操作される
と、前記開閉蓋係合部と本体係合部との係合が解除される。ここで、ユーザーが開閉蓋１
４を開位置に揺動させると、前記係合解除機構により係合ばね１８０８が切欠１８０７の
外方に変位され、係合ばね１８０８と第２の係合凹部１６１６との係合が解除され、これ
により、キャディ１６が前記付勢手段の付勢力によって前記装填位置から突出位置方向に
移動され、キャディ１６の出し入れが行なわれる出し入れ位置となるように構成されてい
る。
本実施の形態では、キャディ１６が前記出し入れ位置に位置した状態で、キャディ１６の
一部（指でつまめる程度のキャディ１６部分）が案内機構１８から外方に（本体１２の後
方に）突出するように構成されている。
【００１４】
次に、ビデオカメラ１０に光ディスク２を装填する場合について説明する。
ユーザーがレバー１２０６を操作して開閉蓋１４を図１に示す閉位置から図２に示す開位
置に開くと、キャディ１６は、係合ばね１８０８と第２の係合凹部１６１６の係合が解除
され前記付勢手段の付勢力により前記装填位置から前記出し入れ位置に突出される。ユー
ザーが前記出し入れ位置となったキャディ１６の部分を指で挟んで後方に引き出すと、係
合ばね１８０８と第１の係合凹部１６１４が係合してキャディ１６は図２に示す前記突出
位置に保持される。
この状態で、ユーザーは光ディスク２を把持し、その記録面がキャディ１６の底面部１６
０２とほぼ平行をなすようにしつつ、２つの爪体１６１６の間に、かつ、第１係止片１６
１０と第２係止片１６１２の間に挿入する。
なお、光ディスク２の把持は、例えば人差し指と親指で光ディスク２の外周の２箇所を挟
むことによって行なってもよいし、人差し指を中心孔２１の内周にあてがい親指を光ディ
スク２の外周にあてがうことで光ディスク２を挟むことによって行なってもよい。このよ
うに把持することで光ディスク２の記録面に指紋が付着することを防ぐことができる。
光ディスク２の挿入に伴って２つの爪体１６０８は光ディスク２の外周に当接することで
外方に変形される。この際、光ディスク２の中心を通る想像線が、２つの爪体１６０８の
先端を結ぶ想像線よりも円弧壁部１６０４から離れた箇所に位置する状態では、光ディス
ク２は２つの爪体１６０８により円弧壁部１６０４から離れる方向に付勢されが、光ディ
スク２の中心を通る想像線が、２つの爪体１６０８の先端１６０８Ａを結ぶ想像線よりも
円弧壁部１６０４寄りの位置になった状態では、２つの爪体１６０８の弾性力によって光
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ディスク２は円弧壁部１６０４方向に付勢される。この状態で光ディスク２から指を離す
と光ディスク２は２つの爪体１６０８によりスムースに円弧壁部１６０４方向に動かされ
、図６に示すように、光ディスク２が２つの爪体１６０８と円弧壁部１６０４で囲まれ、
かつ、光ディスク２の外周と各爪体１６０８との間に隙間が確保された状態となる。
次いで、キャディ１６に指をあてがって前記突出位置から前記装填位置方向に動かすと、
キャディ１６の第２の係合凹部１６１６に係合ばね１８０８が係合しキャディ１６が前記
装填位置に保持される。
この状態で、開閉蓋１４を閉位置方向に閉じると、前記開閉蓋係合部と本体係合部が係合
し開閉蓋１４が閉位置に保持されるとともに、キャディ１６は前記記録再生位置に位置さ
れる。
次いで、ユーザーが操作スイッチ１２６を操作することにより撮影動作が行なわれると、
画像情報が光ディスク２に記録される。また、再生動作が行なわれると、光ディスク２に
記録された画像情報が再生されモニタ１２４に画像が表示される。
【００１５】
次に、ビデオカメラ１０から光ディスク２を取り出す場合について説明する。ユーザーが
レバー１２０６を操作して開閉蓋１４を図１に示す閉位置から図２に示す開位置に開くと
、キャディ１６は、前記装填位置から前記出し入れ位置に突出される。ユーザーが前記出
し入れ位置となったキャディ１６の部分を指で後方に引き出すと、係合ばね１８０８と第
１の係合凹部１６１４が係合してキャディ１６は図２に示す前記突出位置に保持される。
この状態で、ユーザーは光ディスク２を把持し２つの爪体１６１６の間から後方に引き出
す。
光ディスク２の引き出しに伴って２つの爪体１６０８は光ディスク２の外周に当接するこ
とで外方に変形される。この際、光ディスク２の中心を通る想像線が、２つの爪体１６０
８の先端１６０８Ａを結ぶ想像線よりも円弧壁部１６０４寄りの位置にある状態では、２
つの爪体１６０８の弾性力によって光ディスク２は円弧壁部１６０４方向に付勢されてい
るが、光ディスク２の中心を通る想像線が、２つの爪体１６０８の先端を結ぶ想像線より
も円弧壁部１６０４から離れた箇所に位置する状態では、光ディスク２は２つの爪体１６
０８により円弧壁部１６０４から離れる方向に付勢される。この状態で光ディスク２は２
つの爪体１６０８によりスムースに円弧壁部１６０４から離れる方向に動かされ、光ディ
スク１６をキャディ１６から取り外すことができる。
この際、ユーザーは、例えばキャディ１６の底面部１６０２と反対側に位置する光ディス
ク２の表面側から中心孔２１の内周に人差し指をあてがって光ディスク２を後方に動かし
、光ディスク２のチャッキング部２２が底面部１６０２の切欠１６０３Ｃ箇所に位置した
状態で、親指を切欠１６０３Ｃを介して光ディスク２の記録面側からチャッキング部２２
にあてがうことで記録面２４に指紋を付けることなく容易に光ディスク２をキャディ１６
から取り外すことができる。
【００１６】
次に、上述のように構成されたビデオカメラ１０でキャディ１６に代えてディスクカート
リッジ４を使う場合の使用方法について説明する。
ディスクカートリッジ４を装填する場合には、図７に示すように、ユーザーがレバー１２
０６を操作して開閉蓋１４を開位置に開き、ディスクカートリッジ４を案内機構１８に挿
入すると、ディスクカートリッジ４の係合凹部４０２に係合ばね１８０８が係合しディス
クカートリッジ４が装填位置に保持される。
この状態で、開閉蓋１４を閉位置方向に閉じると、前記開閉蓋係合部と本体係合部が係合
し開閉蓋１４が閉位置に保持されるとともに、ディスクカートリッジ４は前記記録再生位
置に位置される。
次いで、ユーザーが操作スイッチ１２６を操作することにより撮影動作が行なわれると、
画像情報がディスクカートリッジ４の光ディスクに記録される。また、再生動作が行なわ
れると、ディスクカートリッジ４の光ディスクに記録された画像情報が再生されモニタ１
２４に画像が表示される。
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ビデオカメラ１０からディスクカートリッジ４を取り出す場合は、ユーザーがレバー１２
０６を操作して開閉蓋１４を図１に示す閉位置から図２に示す開位置に開くと、ディスク
カートリッジ４は、前記装填位置から突出される。ユーザーが前記突出したディスクカー
トリッジ４の部分を指で後方に引き出すことで案内機構１８からディスクカートリッジ４
を取り出す。
【００１７】
　以上説明したように本実施の形態のビデオカメラ１０によれば、開閉蓋１４とキャディ
１６とにわたり、キャディ１６の装填位置と突出位置とにおいてそれぞれキャディ１６を
係合保持する保持機構２０が設けられているので、キャディ１６は突出位置に位置しても
開閉蓋１４から脱落することがないため、光ディスク２のキャディ１６への取り付けおよ
び取り外しを行なう際の操作性を向上させる上で有利となる。
　また、キャディ１６が開閉蓋１４に取り付けられているため、キャディ１６を紛失する
こともなく使い勝手を向上する上で有利となる。
　また、案内機構１８には、ディスクカートリッジ４とキャディ１６の双方を取り付ける
ことができるため、ディスクカートリッジ４とベアディスク状態の光ディスク２の双方を
使用することができ、使い勝手を向上させる上で有利となる。
　また、光ディスク２は２つの爪体１６０８の間で、各爪体１６０８によって光ディスク
２が円弧壁部１６０４方向または円弧壁部１６０４から離れる方向に付勢されるため、キ
ャディ１６に対する光ディスク２の取り付け、取り外しが容易になされ操作性を向上させ
る上で有利となる。
　また、光ディスク２が２つの爪体１６０８の間に挟まれた状態で、これら爪体１６０８
の第１、第２係止片１６１０、１６１２の間に位置しているため、光ディスク２がキャデ
ィ１６から脱落することを防止でき、キャディ１６や光ディスク２の姿勢によらず光ディ
スク２を確実に保持する上で有利となる。
【００１８】
なお、本実施の形態では、案内機構１８に取着されたキャディ１６を前記突出位置に引き
出し、その状態でキャディ１６に光ディスク２を載置したが、案内機構１８にキャディ１
６を取り付ける前に、予めキャディ１６に光ディスク２を載置しておき、光ディスク２が
載置されたキャディ１６を案内機構１８に装填してもよい。
また、本実施の形態では、光ディスク２の一方の面が記録面として構成され、他方の面が
表面として構成されている場合について説明したが、光ディスク２が２枚の媒体を貼り合
わせた構造からなり、一方の面と他方の面の双方が記録面として構成されている場合にお
いても無論適用可能である。
また、本実施の形態では、ディスク状記録媒体として、ＤＶＤ－Ｒ、ＤＶＤ－ＲＡＭを用
いたが、他の形式の光ディスクや光磁気ディスクを用いてもよい。
また、本実施の形態では、ディスク装置がビデオカメラで構成されている場合について説
明したが、本発明は、ディスク状記録媒体に対して情報の記録および／または再生を行な
う種々のディスク装置に適用可能である。
【００１９】
【発明の効果】
　以上説明したように、本発明によれば、操作性や使い勝手を向上させる上で有利なディ
スク装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係るビデオカメラを斜め後方から見た斜視図である。
【図２】ビデオカメラの開閉蓋が開位置にある状態を示す斜視図である。
【図３】ビデオカメラの制御系の構成を示すブロック図である。
【図４】キャディの斜視図である。
【図５】ディスク状記録媒体を保持するキャディの斜視図である。
【図６】ディスク状記録媒体を保持するキャディの平面図である。
【図７】ビデオカメラにディスクカートリッジを装填する際の斜視図である。
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【符号の説明】
２……光ディスク、４……ディスクカートリッジ、１０……ビデオカメラ、１２……本体
、１４……開閉蓋、１６……キャディ、１８……案内機構、２０……保持機構、１６０２
……底面部、１６０３Ａ……切欠、１６０４……円弧壁部、１６０８……爪体。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】
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